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研  究  目  的 

 

高齢の骨粗鬆症患者は，疾患自体による骨脆弱性に加え，加齢に伴う筋力やバ

ランス能力の低下により容易に転倒し，骨折を生じやすい．また，加齢とともに

増加するビタミン D 欠乏は，高齢者の易転倒性の一因と考えられている．近年，

骨粗鬆症治療薬として用いられている活性型ビタミン D3 は，骨吸収抑制による骨

密度改善作用の他に，高齢者の易転倒性を改善することで，骨折を予防するとの

報告が散見される．一方，高齢者の様々な疾患の治療に用いられることが多い糖

質コルチコイド（ステロイド）は，骨粗鬆症および筋萎縮や筋力低下を伴うステ

ロイドミオパチーを生じることが知られている．ステロイドミオパチーでは，下

肢近位筋に多く含まれる II 型筋線維の萎縮により，転倒による骨折リスクが増加

すると考えられる．本研究の目的は，新規活性型ビタミン D3 製剤であるエルデカ

ルシトールが，高齢・ステロイド投与モデルラットの骨・骨格筋に及ぼす効果に

ついて検討することである． 

 

 

 

 

 

 

研  究  方  法 

 

 6 カ月齢 Wistar 系雌ラットを用い，エルデカルシトールの溶媒と糖質コルチコ

イド（プレドニゾロン）を投与した群（PSL 群），プレドニゾロンの溶媒とエルデ

カルシトールを投与した群（E 群），エルデカルシトールとプレドニゾロンを投与

した群（PSL+E 群）およびエルデカルシトールとプレドニゾロンの溶媒を投与した

群（コントロール群）の 4 群で，投与期間を 2 週および 4 週とし，合計 8 群を作

製した（各群 n=5-9）．測定項目は，薬剤投与前後の体重変化，右腓腹筋の電気刺

激による最大筋張力ならびに筋疲労度，左前脛骨筋の平均筋線維断面積，右大腿

骨の骨密度，および左腓腹筋における筋の分化・再生に関連する遺伝子（MyoD, 

myogenin, Pax7）の発現を検討した．筋疲労度は，〔（最大筋張力－電気刺激後の

筋張力）/最大筋張力〕×100（％）で求め，平均筋線維断面積は，50 個の筋線維

断面積を無作為に選出し，その平均値を求めた．骨密度は，DXA 法を用い，大腿骨

全体，近位部，骨幹部，遠位部の計 4 箇所を測定した． 

 

 

 

研  究  成  績 

 

体重変化は，4 週投与の PSL+E 群がコントロール群に比べ，有意に減少していた

（p=0.0009）．最大筋張力は，4 週投与の PSL+E 群が PSL 群に比べ，有意に高値

（p<0.05）であった．II 型筋線維の平均断面積は，4 週投与の E 群および PSL+E

群が，PSL 群と比較し，有意に高値（p=0.0093, p=0.0443）であった．2 週投与で

大腿骨遠位部の骨密度は，E 群が PSL 群より有意に高値（p=0.0261）で，4 週投与

で大腿骨全体，近位部および遠位部の骨密度は，PSL 群が他の 3 群より有意に低値

（p<0.05-0.001）であった．骨幹部骨密度は，4 週投与で E 群が PSL 群より有意に

高値（p=0.0314）を示した．筋分化遺伝子のうち myogenin と Pax7 は，2 週投与の

E 群と PSL 群がコントロール群と比較し，有意に発現していた． 

 

 

 

結    論 

 

以上の研究成績から，エルデカルシトールは，筋分化遺伝子の発現を促し，II

型筋線維の萎縮を防ぎ，高齢・ステロイド投与による筋力低下を予防すると考え

られた．また，ステロイド投与による骨密度減少を抑制した．エルデカルシトー

ルは，ステロイド性骨粗鬆症とミオパチーを予防する可能性がある． 
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